
 

令和6年7月発行 

  菩提寺北小学校は、創立30周年を迎えました。昨年度からあすなろ学校運営協議会・教育後援会・

ＰＴＡの代表の方々と実行委員会をもち、わくわくしながら計画・準備を進めてきました。 

 式典では、本校の卒業生でサクソフォン奏者 谷口らん菜さんの演奏を聴かせていただきます。谷口

らん菜さんは、6月8日びわ湖ホールで行われた滋賀県新人演奏会で最優秀賞に入賞されるなどの

実力の持ち主です。情感豊かな生の演奏を聴かせていただきます。 また、谷口らん菜さんにインタ

ビューし、菩提寺北小学校時代の思い出やサクソフォン奏者となったきっかけ、心強かったサポート、

これからの目標など夢実現のためのヒントをいただきたいと考えています。 

 当日は、あすなろ音楽集会を兼ね、菩北創立当初から歌い継がれてきた児童による広野

物語を発表します。保護者の皆様、地域の皆様と共に創立30周年をお祝いしましょう。 

 なお、１１月９日（土）午前中の開催で、１１月１１日（月）は振替休業日となります。 
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HP:  

令和６年度 学校スローガン 

６月のフォトギャラリー 

プール掃除 

みのり学級じゃがいもやさん 

５年 びわ湖フローティングスクール 6/19～20 

４年校外学習 

プール学習 

みのりで育てたじゃがいもを１袋

１００円の格安価格で販売。しか

もレシピ付きとは、気が利くこ

と！接客態度も素晴らしい！ 

３年生は、

初めての大

プ ー ル。最

初は恐る恐

る入った子

ど も た ち

も、あ っ と

いう間に水

と仲良し！ 

「見つけよう！守りたいびわ湖！」をテーマに展望活動・長浜タウン

ウォークラリー・びわ湖学習と活動しました。寝食を共にした石部南

小・下田小の友だちと絆が深まり、別れを惜しむ姿が見られました。 

吉川浄水場で、安心で安全な飲料水

がどのような過程を経てつくられ、

びわ湖から湖南市まで届けられるの

か、興味深く施設を見学しました。 



令和６年 ９月の行事予定および下校時刻 

日 曜 行事予定 日 曜 行事予定 

１ 日       17 火 5 5 6 6 6 6 

２ 月 3 3 3 3 3 3 18 水 5 5 5 6 6 6 

３ 火 4 4 4 4 4 4 19 木  5 5 6 6 6 6 

４ 水 4 4 4 4 4 4 20 金 5 5 5 5 5 5 

５ 木 5 5 5 5 5 5 21 土       

６ 金  5 5 5 6 6 6 22 日       

７ 土       23 月       

８ 日        24 火  5 5 6 6 6 6 

９ 月  4 5 5 6 6 6 25 水  5 5 5 5 5 5 

10 火 5 5 6 6 6 6 26 木 5 5 6 6 6 6 

11 水 委員会活動⑥ 5 5 5 5 6 6 27 金  5 5 5 6 6 6 

12 木 4 4 5 5 5 5 28 土        

13 金 5 5 5 6 6 6 29 日 市総合防災訓練       

14 土       30 月  4 5 5 6 6 6 

15 日        

16 月 
敬老の日       

更生保護女性会から児童用図書を寄贈 

いただきました 

 子どもたちにとって、 

新しい本は、とても魅力的

です。                       

ありがとうございます！ 

◆みんなでつくる学校     

～児童集会～◆ 6月27日

(木)に児童集会を行いまし

た。第1部では各委員会から

活動の紹介や全校へのお願い

などを工夫をこらして発表してくれました。委員会

の活動が～スローガン：～みんなでつくる学校～に

つながっていくよう、高学年を中心にさまざまな取

組をしてくれます。第2部は色別班

に分かれて交流ゲームなどをしま

した。上学年がリードして楽しく

活動していました。 

★不審者対応訓練実施★ 

 6月10日、甲賀警察ご指導の下、３名の署員様に

お越しいただき訓練を実施しました。子どもたち

と教職員だけが知っている隠語の情報をしっかり

聞き取り、教室に鍵をかけ、机でバリケードをつ

くりました。笘本警部補扮する不審

者が、いつ、どこから侵入してくる

かわからないという状況で緊張感を

もって訓練することができました。  

◇小学生もヘルメットの着用を！◇ 

 4月1日から自転車利用者のヘルメット着用が努力義

務化されました。市内児童生徒の交通事故は、ほとん

どが、自転車での事故です。命や身を守るため、ヘル

メットの着用を進めていきましょう。ご家庭での検討

を是非、お願いします。 


